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震
災
後
、
県
内
の
自
主
も
読
み
取
れ
る
。
た
だ
一
方
で

秘
の
活
動
活
発
化
か
ら
災
害
時
の
ア
パ
ー
ト
住
民
へ
の

情
報
提
供
や
、
要
援
護
者
へ
の

声
掛
け
な
ど
、
課
題
も
浮
上
す

る
。
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
い

か
に
構
築
す
る
か
。
各
地
で
試

行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。
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産
会
社
を
営
む
高
橋
和
弘
さ

．
↓
ん
（
妬
）
に
は
「
災
害
時
も
最
低

限
の
情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う

に
」
と
の
思
い
が
あ
る
。
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地
区
の
町
内
い
Ｉ
と
い
う
の
は
、
県
内
共
通

・
誰
も
が
閲
覧
の
課
題
だ
。
だ
が
震
災
時
、
県

』
め
る
予
定
だ
や
市
か
ら
の
連
絡
は
町
内
会
を

通
し
て
だ
声
疋
一
同
じ
地
域

に
住
み
な
が
ら
、
放
っ
て
お
く

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
・
打
開

策
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
だ
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ら
へ
日
ご

ろ
町
内
会
に
疎
遠
な
人
で
も
、

携
帯
電
話
な
ど
で
気
軽
に
必
要

な
情
報
を
確
認
で
き
る
。
平
時

は
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
掲
載

す
る
の
で
、
地
域
の
活
性
化
に

も
役
立
つ
。
試
み
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
が
、
高
橋
さ
ん
は
「
回

覧
板
や
掲
示
板
を
読
む
機
会
が

少
な
い
若
者
が
、
活
動
に
参
加

す
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
か
も
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一
方
、
災
害
時
に
高
齢
者
や

障
害
者
を
支
援
し
よ
う
と
Ｐ
盛

岡
市
の
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本
柳
南
町
内
会
の
都

南
ハ
イ
ツ
自
治
会
で
は
４
月
か

ら
、
災
害
時
の
要
援
護
者
リ
ス

ト
作
り
に
乗
り
だ
す
。

同
町
内
会
長
の
藤
沢
春
夫
さ

ん
（
的
）
は
、
昨
年
８
月
の
県
央

部
豪
雨
の
際
、
避
難
準
備
を
促

そ
う
と
町
内
を
走
り
回
り
な
が
高
い
う
ぢ
に
態
勢
を
確
立
し
た

ら
不
安
に
駆
ら
れ
た
。
頼
り
に
い
」
と
語
る
。

し
て
い
た
若
手
は
仕
事
で
不
在
た
だ
、
災
害
時
、
全
て
の
人

で
、
家
に
残
っ
て
い
る
の
は
高

議
蕊
護
騨

に
し
た
。
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